
必要とされ持続する
社会教育施設を目指して

公益財団法人
横須賀市生涯学習財団



激しい社会の変化
多様化する課題・価値観

社会教育施設が必要だ！
こんな時代だからこそ

とはいえ・・・



社会教育施設の存在意義
が問われている？

市民からも行政からも
必要とされなければ…

まなびかんの未来は…



４つの機能と説明のポイント

学びの場の提供場

成果継続 改革 挑戦
蓄積の力 見直し･機能強化 新規提案

3

学びの情報の提供情報

学びの機会の提供機会 学びの成果の活用成果

４つの機能

説明のポイント



学習の
の提供場



継続 改革 挑戦場指定管理事業連携による学びの場１

成果発表の場 まなびかんまつり

施設利用者【センター事業】

講座受講者【市民大学事業】

まなび情報【情報提供事業】 情報

機会

場

まなびかんまつり
【学習成果地域活用事業】

成果
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継続 改革 挑戦場指定管理事業連携による学びの場２

スキルアップ講座でサークル･講師活動の活性化

まなび情報登録者対象に…
【情報提供事業】

ポスター作成講座を実施して
広報力UPの実践

【学習成果活用事業】

館内に展示して会員募集！

【センター管理運営事業】

情報

成果

場
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継続 改革 挑戦場つながる学びの場

講座でつながる

市民大学
古文字講座 ・新聞活用講座 ・英会話 など

ＡＢＣプラン
講師デビュー講座から生まれたサークル多数

最近のサークル化の実績 ランチタイム交流会

午前・午後続けて講座がある場合に会場を開放

講座の余白でつながる
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継続 改革 挑戦場ピンポイントの広報

各部屋特化チラシ

楽器店に音楽室のチラシを配架

画材店に美術工芸室のチラシを配架

関心の高い方に的を絞った広報

駐車サービス券キャンペーン
17時～20時を含む3時間以上の利用＝1台分無料

企業向けページ

夜間の施設利用増

貸し会議室 ﾚﾝﾀﾙｽﾍﾟｰｽ で検索
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継続 改革 挑戦場施設プロモーション動画配信

講演会だけでなく ピアノ発表会にも

ノートパソコン
プロジェクター

無料！

Windows10

各貸施設の特徴

備品の仕様

多様な使い方など

見学に来なくてもイメージできる

YouTube等による動画配信
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継続 改革 挑戦場年間利用時間の増

15500

16000

16500

17000

17500

R4 R5 R6 R7 R8

利用時間数

平成29～令和元年度の平均16,150時間を
基準に毎年、各室場(12室)20時間ずつ増加

20時間 × 12室 × 5年間＝

1,200時間UP
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学習の
の提供情報



継続 改革 挑戦情報まなび情報の活用

Yokosukaまなび情報

サークル登録：約400件 講師登録：約200件

登録サークル・講師の支援

スキルアップ講座
登録サークル・講師対象
（ポスター・チラシの作り方・Zoom・伝え方 など）

ＡＢＣプラン
登録講師対象

活動活性化支援

講師デビュー支援

開設以来かかさず年1回登録更新

Web画像集
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継続 改革 挑戦情報学習相談

データベースで全職員相談可能

H30 R1 R2
サークル 752 539 319

講師 56 68 31
合計 808 607 350

サークル・講師紹介件数

出張学習相談

コミセン文化祭に出張

生涯現役フォーラムに出張

今後、オンライン相談も検討
13



継続 改革 挑戦情報まなびかんニュース改革

ページ数・発行部数の見直し

A4版 16ページ 10,500部

通常版 12ページ 10,000部
特集号 16ページ 11,000部

環境配慮･経費節減

新たな掲載内容

事業実績報告

実績のPR

他施設・地域の取り組み紹介

学びの機会を連動させる働きかけ
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継続 改革 挑戦情報ホームページ新規コンテンツ

登録サークルの動画紹介

サークルの雰囲気、取り組んでいる楽曲、
レベルがよくわかる

新たな活躍の場・成果発表の場に

登録講師の動画紹介

講師の人柄、指導内容がよくわかる
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継続 改革 挑戦情報ＳＮＳによる情報発信

新たなＳＮＳの導入を検討

まなびかんツイッター R2年8月開設
フォロワー数：135 今後、

地域ＳＮＳ 等の導入を検討

マスコットキャラクター
三毛猫ホープも活躍中

ピアッザアプリ
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学習の
の提供機会
市民大学



神奈川県立保健福祉大学「コロナに負けないからだづくり」

関東学院大学「やさしい憲法入門」

国立研究開発法人海洋研究開発機構「JAMSTECが行っている研究最前線」

神奈川衛生学園専門学校「東洋医学で実践する“健康の秘訣”」

横須賀商工会議所「元気シニア集まれ！スマート・シニアになろう！」

横須賀市自然・人文博物館「食と農の博物塾」

横須賀美術館「酒井駒子の絵本の魅力を探る」

市外郭団体 シティサポートよこすか「プロサッカー選手“ジャンボ大久保”」

市民団体 横須賀の2040年を考える会「“認知症にやさしいまちづくり”講座」

関東学院大学地域創生実践研究所「Withコロナ時代の地方創生」

ヨコスカ・ジャズ協会「横須賀美術館とジャズ講義コンサート」

NPO法人横須賀国際交流協会「初級英会話講座」

すこやかん「きれい習慣で血行美人」

多様な主体による学習機会提供
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継続 改革 挑戦機会ネットワークを活かした講座企画

現指定管理期間中の主な共同企画機関・団体

神奈川県立保健福祉大学

関東学院大学

神奈川衛生学園専門学校
国立研究開発法人海洋研究開発機構

（JAMSTEC）

横須賀商工会議所

横須賀市自然・人文博物館

横須賀美術館

市外郭団体 シティサポートよこすか

NPO法人横須賀国際交流協会

ウェルシティ内施設 すこやかん

一般社団法人ヨコスカ・ジャズ協会

関東学院大学 地域創生実践研究所

市民団体 横須賀の2040年を考える会

＊市市民協働推進補助事業「よこすか人社プロジェクト」
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継続 改革 挑戦機会市民共同企画講座

市民の課題やニーズの反映＋潜在的な学習ニーズの把握

市民主体の講座企画

自分事の課題・リアルな市民ニーズを
講座に反映

顕在課題・ニーズ

「新聞の読み方講座」

潜在課題・ニーズ

コロナに関する情報の氾濫

疑問を持ち、正しく怖がる
知識を得、知って先に進む

身近な新聞・テレビの各社
の取り上げ方が気になる

結局、コロナが気になる
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継続 改革 挑戦機会市民共同企画講座 今後の展開

企画した講座の内容

2025年に全員が後期高齢者へ

団塊の世代

今後の対象・テーマ

GIGAスクール構想、コロナの影響など
親世代の経験が通用しない時代へ

子育て世代
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継続 改革 挑戦機会学びの継続・ステップアップ

三浦一族をテーマとした継続学習の仕掛け（R4年度企画案）

教養講座「鎌倉殿の13人」

毎回好評のNHK大河ドラマをテーマ
とした歴史講座の実施

研究コース
「三浦義澄と三浦一族」

少人数・仲間づくりを意識
したグループワークなど

三浦一族研究会に
講座運営協力依頼

継続学習

講座の修了後
三浦一族研究会に入会し
学びを深める
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継続 改革 挑戦機会受講生カムバック戦略１

４月ウェルカム戦略

前期講座
受 講 生
募集期間

他機関があまり事業を実施していない４月は…

春爛漫♪何か新しいことを始めたくなる季節

シティサポートよこすか共催
音楽と解説を交えた
レクチャーコンサートを
無料で実施（R4年4月予定）

そこで

前期講座のPRを目的とした特別な講座を実施
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継続 改革 挑戦機会受講生カムバック戦略２

タウンニュース有料掲載

前期・後期といった講座数の多い
募集時に掲載し、効果を検証

R４年度はニーズ重視

実績・経験から人気の高いテーマ・講師を優先

自粛されていた方々の受講習慣を取り戻し
R５年度以降は多様な課題に取り組む
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継続 改革 挑戦機会受講生カムバック戦略３

ニーズの高い課題を重点的に

課題対応講座の中でも横須賀・三浦、
健康に関する講座はニーズ有

地域学 健康

課題とニーズを織り交ぜる

例：横須賀の海

横須賀の海の幸を学ぶ軟

海洋問題を学ぶ硬
SDGs

硬軟織り交ぜ、課題に関心を持つきっかけになる
ような学習機会を提供

25



学習の
の活用成果



継続 改革 挑戦成果まなびかんまつりで成果発表

施設利用団体の成果発表

講座から生まれたグループの成果発表 利用団体に運営協力依頼

講師デビュー講座PRﾀｲﾑ

R1年度 延べ4,893人参加

講座受講生の成果発表
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継続 改革 挑戦成果地域で活躍する市民の養成講座

H28～29年度 紙芝居講座

仲間づくり促進の仕掛け

生涯学習の意義を学ぶ講義

地域の民話などを題材とした紙芝居づくり

保育園、まなびかんまつり等での実演実践

紙芝居を 学ぶ つくる 活かす

卒業後、地域で活躍中

現在、20数名でサークル活動を展開中

小学校・ろう学校・デイサービスなどで公演

日本発祥の文化 紙芝居による地域貢献

H30･R1年度 各年500人以上に実演
成果活用
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継続 改革 挑戦成果ＡＢＣプランをきっかけとして継続学習活動へ

Action
A研修会

Begin
Bデモ講座

Challenge
Cデビュー講座

学習成果を地域に活かす
ことの大切さを共有

講師同士で発表を相互評価 市民を対象に講座を実施

講師デビュー講座後の
サークル化に向けての
具体的なアドバイス等

職員面談

継続活動率

約70％
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継続 改革 挑戦成果ＡＢＣプランから広がる学びの裾野

修了後の活動例

約70％

サークル化

講座定期開催

コミセン主催講座

さまざまなジャンルの講師が、さまざまな場所で、さまざまな対象の方に、さまざまな学習機会を提供

“だれでも” “いつでも” “どこでも” 学べる生涯学習社会へ

継続
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継続 改革 挑戦成果ＡＢＣプラン Ｃキューブ

Challenge
チャレンジ

ABCプラン修了者の
新たなチャレンジ

Collaboration
コラボレーション

マッチングイベント

ABCプランのノウハウ
を基にアドバイス

職員面談

市民に多様な学習機会を提供

C×C×C＝C³

講師活動のステップアップ

Curation
キュレーション

共同で講座企画
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行政との協働
と安定経営へ
の取り組み



行政の施策を反映する外郭団体ならではの学びの提供１

行政との協働･協力

環境企画課パネル展示（毎年）

人権男女共同参画課パネル展示

みどりの愛護のつどいパネル展示

まなびかんニュースでの市主催事業の周知 など

協働講座

生涯学習課文化財係との共催講座（毎年）

生涯学習課人権担当との共催講座（毎年）

人権･男女共同参画課の協力による市民大学

市民安全部の協力による市民大学 など

その他の協力例
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行政の施策を反映する外郭団体ならではの学びの提供２

海洋都市 横須賀 海洋プラスチックごみ対策アクション宣言への賛同

アクション宣言文を展示スペースに掲示

市民大学講座で海洋プラスチックごみを
テーマに含む講座を開講

市の方針・取り組みをいち早く察知し協力

34



経営安定化策 経費節減

受付パート職員の勤務時間見直し

早番8:45～15:15
中番11:15～18:15

遅番15:15～22:15

早番8:45～14:30
中番12:30～18:15

遅番16:30～22:15

年間約107万円の節減

講師謝礼の見直し

R2年度 講師謝礼の規程見直し

約100万円の節減

約200万円
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経営安定化策 収益増大

市民大学 受講生カムバック戦略

H29～R1年度の平均1,490万円
を410万円上回る計画

令和4年度受講料収益

1,900万円



経営安定化策 まとめ

約400万円UP

ネットワークを活かした講座企画

市民共同企画によるニーズ把握
学びの継続・ステップアップ
４月ウェルカム戦略
タウンニュース有料掲載

人気のテーマ・講師重視

地域学・健康課題を重点的に

硬･軟織り交ぜる

受付パート職員の勤務時間見直し

講師謝礼の見直し
約200万円DOWN
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横須賀市生涯学習財団が運営する

まなびかんの存在意義



まなびかんが「ない世界」と「ある世界」



閉ざされた学習の場

×発表・活躍の場

×仲間づくりの場

No 
Manabikan



横須賀市生涯学習財団が運営する

まなびかんがあれば…

発表 活躍 サークル化
地域へ向けて仲間と共に

つながり外へ広がる学びの場



見つけてもらうのを待つのみの登録情報

×サークル活動支援

×講師デビュー支援

No 
Manabkan

No 
Manabikan



スキルアップ 講師デビュー
動画配信で情報発信･成果発表

活性化していくまなび情報

横須賀市生涯学習財団が運営する

まなびかんがあれば…



×多様な企画方法

×ステップアップ･継続学習

画一的な学習の機会

No 
Manabikan



市民共同企画 各種コラボ講座
ステップアップ【教養→研究→継続】

多様な学びの機会

横須賀市生涯学習財団が運営する

まなびかんがあれば…



×ＡＢＣプランで広がる学びの裾野

×地域で活躍する市民の養成

埋もれていく学習の成果

No 
Manabikan



地域で輝き活躍する市民
逸見から広がる学びの輪

学びの成果のフル活用

横須賀市生涯学習財団が運営する

まなびかんがあれば…



以上の４つの機能に
さらに磨きをかけ

施設の価値をより高め

市民から必要とされ

持続する社会教育施設
を目指して参ります

横須賀市生涯学習財団
が運営する
まなびかんの未来に
ご期待ください

場 情報 機会 成果


